
展覧会名：形のないもの 
会期：平成１９年７月２８日（土）~平成１９年１０月２８日（日） 
 
概要：写実的に描くということは、ものの形を見えるままに描くということ以上に、もの

の実体、言い換えれば、ものの最もそれらしい姿を捉え、描き出すことを指す。画

学生時代に親交のあった洋画家・安井曾太郎（1888~1955）の写実に対する姿勢に
感化された関口は、これを基に、戦後日本画の一局面を切り開いてきた。 

   その過程は、勿論、写実への挑戦の過程であったと言える。徹底した写実による写

実の超克。これを目指す関口のまなざしは、時として形のないものへと向けられた。

光、炎、雲、風といった定まった形をもたず、絶えず変容してゆくものたちの一瞬

の形を見極め、捉えることで、それらのもつ普遍的な実体への接近を試みるのだ。 
   本展では、形のないものをいかに描き出そうとしているかという視点から、関口の

写実との格闘の様子を示す。 
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関連イベント： 
・ ギャラリートーク（要入場料） 
日時：７月２８日（日）１３時~ 
会場：関口雄揮記念美術館第一展示室 
講師：関口雄揮（日本画家 日展会員） 


